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研究成果の概要（和文）：統計教育に関する教材や指導実践例の不足という問題点の改善に資す

る統計学習環境としてセンサス＠スクールサイトを構築した。本サイトは生徒自身のデータを

統計学習用の教材として提供することをねらいとし，データ収集及びダウンロードが可能であ

る。また，教材事例をダウンロードすることができ，教員が即時利用できるよう配慮されてい

る。加えて，ブラウザ上でセンサスデータを分析できるグラフ解析システムも実装されている

ことで，教員及び児童・生徒が特別なスキルなしにデータ解析ができる環境も整っている。

研究成果の概要（英文）：Japanese CensusAtSchool website as a learning environment for
statistics which can ease the shortage of teaching materials has been developed through
this project. This website aims to provide students’ real data as teaching resource. Those
data are collected and provided through the website. Lesson examples are also provided to
support teachers. Teachers and students can analyze data on the website without special
skills of data analysis using Graph Drawing System.
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１．研究開始当初の背景
2008 年度の学習指導要領改訂により，中

学校数学科に「資料の活用」領域が新設され，
これまで分断されていた初等・中等段階での
統計教育カリキュラムが改善される見通し
となった。ここで重要なのは，「資料の活用」
領域が新設と表現されていることであり，従
来あった「資料の整理」の単なる復元とは趣
旨が異なるということである。それは裏を返

せば，この領域の教育内容及び教育方法に関
して，十分なモデルケースは存在しておらず，
これから手探りで開発・実践に臨まなくては
ならないということである。教育現場ではか
なりの混乱と負担が生じることが懸念され
る。本研究では，まず直面する課題である①
統計学習用の実データ及び教材不足の解消，
②豊かな実践事例の提供による教師教育へ
の貢献に供することができる「センサス＠ス
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クール」プロジェクトを実施する。このプロ
ジェクトは，端的に述べれば，生徒自身のデ
ータを集め，それを教材として提供するもの
である。統計学習において，クラスや学年，
学校内で調査を行い，データを集めてくるよ
うな活動は容易に想像できるが，本プロジェ
クトは，その規模が格段に大きくなったと考
えてもらいたい。日本国内はもとより，世界
各国の生徒たちのデータも含めて教材とす
ることができる。このプロジェクトは元々，
イギリスで始められたものであり，現在，ニ
ュージーランド，オーストラリア，カナダ，
南アフリカ，米・カリフォルニア州の計６ヶ
国が参加しており，それらの国の生徒のデー
タや教材事例を学習に活用することができ
る。

２．研究の目的
「国際的な生徒参加型データ」を活用した

統計学習サイトを構築し，小学校算数科「数
量関係」と中学校数学科「資料の活用」にお
ける豊かな学習モデルを提案するとともに，
身近な実データの活用が学習に及ぼす影
響・効果について検証する。

３．研究の方法
(1)諸外国で実施されているセンサス＠スク
ールプロジェクトの概要，内部システム，運
用方法，教材事例等を調査し，日本版センサ
ス＠スクールのパイロット版ウェブサイト
を作成する。
(2)パイロット版に対する意見を協力者から
徴収し，改良した上で，センサス＠スクール
ウェブサイトの運用を開始する。
(3)協力校で利用実践をしてもらい，教材事
例を開発するとともに，児童・生徒の学習の
様相，学習効果について検証する。

４．研究成果
(1)センサス＠スクールウェブサイトの開設
①基本システムの構築
2009 年度にセンサス＠スクールウェブサ

イトの基本的なシステムを構築し，本格運用
を開始した。その後現在に至るまで継続的に
運用されている。

②オンライン調査システム
ウェブサイト上に設置された質問項目に

回答してもらうことで，児童・生徒のデータ
をウェブサイトを通じて収集できるように
した。

質問項目は，性別，生年月日，血液型，居
住県，利き手，反応速度，睡眠時間，身長，
へその高さ，学校種，性格，読書冊数など多
項目にわたる。なお，個人情報保護法につい
てももちろん配慮しており，日本統計学会統
計教育委員会において策定した以下のよう
な個人情報保護のための基本方針に則って
いる。
a) 個人情報の取得，利用及び提供にあたって
は，できる限りその目的を限定します。取
得にあたっては，適法かつ公正な手段で行
います。

b) 個人情報については，適切な管理を行うと
ともに，外部への流出防止に努めます。ま
た，外部からの不正アクセス，個人情報の
紛失，破壊，改ざん及び漏えい等の危険防
止に対して，適切かつ合理的なレベルの安
全対策などの未然防止に万全を期すとと
もに，事故発生のリスクに対して速やかに
是正処置を講じます。

c) 個人情報の利用は，利用目的の達成のため
に必要な範囲に限り，生徒・教師の権利を
損なわないように，十分配慮して行います。

d) 個人情報に関する法令及びその他の規範
を遵守します。

e) 実践遵守計画（個人情報保護マネジメント
システム）は，今後の情勢変化に沿って，
継続的に改善します。

f) 個人情報保護を損なう行為については，毅
然たる態度で臨みます。

③サンプルデータダウンロード
オンライン調査システムを介して収集さ

れた児童・生徒のデータは自由にダウンロー
ドできるようになっている。
ただし，ユーザには 1～200 件までの範囲

でダウンロードしたいデータ件数を入力し
てもらうようにしてもらっている。指定され
た件数に応じてサーバに所管されているデ



ータベースの中からランダムにデータをダ
ウンロードできるようになっている。

個人情報に該当しないよう配慮されたデ
ータを収集しているとはいえ，全件ダウンロ
ードなどを認めてしまうと，入力者を特定可
能になってしまうケースもあるため，個人情
報保護の観点から，「ランダムデータ」，「件
数指定」という 2つの条件を課すようにした
ものである。

④教材事例
センサス＠スクールのデータを活用した

教材事例も自由にダウンロード可能となっ
ている。

これは現職教員支援の観点からの配慮で
ある。現時点で現職教員の多くは，統計につ
いての指導経験が少なく，また統計教育につ
いて学習した経験も少ないため，教材事例や
授業展開のイメージが乏しいという問題点
が指摘されている。
イギリス，ニュージーランド，オーストラ

リアで実施されているセンサス＠スクール
プロジェクトで開発された教材を日本語に
翻訳した教材と，日本で独自に開発された教
材などが提供されている。
授業の流れや指導意図についてまとめた

教師用の教材資料と，児童・生徒に配布する
ワークシートなどがある。

⑤グラフ表示システムの実装
利用者の利便性をさらに高めるべく，セン

サス＠スクールのデータをブラウザ上でグ
ラフ表示するシステムを開発し 2013 年に実
装した。
センサス＠スクールからランダムデータ

をダウンロードできるのだが，授業において
扱う場合には，Microsoft Excel など何らか
のソフトウェアを使用するか，紙媒体で配布
して手作業で分析しなくてはならない。各学
校でのパソコン教室の設置などインフラ整
備は進められたとはいえ，現場での利用率は
思うほど伸びておらず，まだまだ容易に使え
るという状態には至っていない。そのため，
データを提供するだけでなく，そのまま分析
できるような環境を合わせて提供すること
で，一層の利用促進を図ることができる。

(2)センサス＠スクールの授業実践利用
センサス＠スクールプロジェクトの協力

者の先生方にはすでに授業利用を進めても



らっており，統計教育を進めるうえでの利用
価値については肯定的な意見をもらってい
る。また，協力者だけでなく，一般の教員か
らの利用申し込みや報告も増えてきている。
利用後には授業実践事例の提供も依頼して
おり，その集積も徐々に進みつつある。
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